






Eye Contact in English Presentations by Japanese College Students 　　　　　　
　This study explores from a cultural point of view the use of eye contact by fifteen 
Japanese college students during English presentations. It analyzed the students’ eye 
contact with the audience in two sessions of presentations and determined the effect 
of instruction on both their language development and the length of their eye contact. 
However, the results revealed that the cultural effect is still deeply rooted in eye 
contact frequency, suggesting the need for Japanese students with eye contact to gain 
a greater understanding of non-verbal communication and effective communication 






















































































































































　協力者は約 9 ヶ月間の期間中，最初の14週の間に 3 回，次に 2 ヶ月の休






































表 1 〜 3 は英語習熟度別（上級・中級・初級）の協力者によるアイコンタ
クトの時間（秒）とプレゼンテーションの時間（秒），さらにアイコンタ
クトの時間のプレゼンテーションの時間に対しての割合を第 1 回目のプレ
ゼンテーション（P 1 ）と第 5 回目のプレゼンテーション（P 5 ）に分け
表 1：上級グループのアイコンタクトの時間とプレゼンテーションの時間（秒）
　 　 協力者
回 協力者 1 2 3 4 5 平均
P1
アイコンタクト 26 15 19 58 30 29
プレゼンテーション 132 143 184 182 169 162
アイコンタクトの% 19% 10% 10% 32% 18% 18%
P5
アイコンタクト 44 33 18 63 3 32
プレゼンテーション 306 260 333 301 248 290
アイコンタクトの% 14% 13% 5% 21% 1% 11%
アイコンタクト（ 1 と 5 ）違い −5% 3% −5% −11% −17% −7%
表 2：中級グループのアイコンタクトの時間とプレゼンテーションの時間（秒）
　 　 協力者
回 協力者 6 7 8 9 10 平均
アイコンタクト 8 11 8 30 76 27
P1 プレゼンテーション 136 119 89 107 86 107
アイコンタクトの% 6% 10% 9% 28% 89% 28%
アイコンタクト 25 36 1 49 48 32
P5 プレゼンテーション 296 302 143 351 275 273
アイコンタクトの% 8% 12% 0% 14% 18% 10%






タクトの割合はP 1 からP 5 では減る傾向となっている（平均：上級−7%，
中級−18%，初級−8%）。図 1 〜 3 は各グループの割合を表している。
　 　 協力者
回 11 12 13 14 15 平均
アイコンタクト 11 3 18 21 28 16
P1 プレゼンテーション 87 89 163 93 146 116
アイコンタクトの% 12% 4% 11% 22% 19% 14%
アイコンタクト 3 1 20 3 23 10
P5 プレゼンテーション 196 266 151 181 236 206
アイコンタクトの% 2% 0% 13% 2% 10% 5%













割合となっており，P 1 よりも短くなっているが，この 3 名はP 5 で原稿
を読んでいたことが主な原因であった。原稿を読むこと自体は，データ収

















　中級グループの中では協力者 9 と10がP 1 でアイコンタクトを多くとっ
ており，とりわけ10においては89%と多くアイコンタクトが取れている。




べると格段に減っている（協力者 9 はP 1  28%, P 5  14%, 協力者10はP 1  
89%, P 5  18%）。このような結果は，プレゼンテーションの練習を重ねると，
アイコンタクトができなくなってしまうということだろうか。実はそうで
はなく，この結果をプレゼンテーション全体の長さと対比してみると，そ
ういうわけではないことが示唆される。図 4 〜 6 は協力者のP 1 とP 5 の
プレゼンテーション全体の長さを表している。
















　表 1 〜 3 で，P 5 ではP 1 よりもプレゼンテーション全体の時間に対し
てアイコンタクトの割合が減っていることがわかったが，割合ではなくア
イコンタクトの時間自体に着目すると，さらに興味深い考察が得られた。





　上級グループでは協力者 5 ，中級グループでは協力者 3 と 5 ，初級グルー
プでは協力者11，12，14，15がアイコンタクトの秒数が減っていることから，
習熟度が下がるほど，P 5 でアイコンタクトの時間が減っていることがわ
かる。それ以外は協力者 3 と13を除いて，特に上級と中級グループでP 5
ではP 1 よりも増えており，アイコンタクトは実際は増えていることが伺
える。プレゼンテーション全体に対してアイコンタクトの割合は減ってい
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